






















昭和 51 年 3 月 25 日
工学研究科通信工学専攻



















とにより フェージング環境下などにおける信号伝送特性の評価を行なった。その結果 FM 波，同期
PSK 波共その特性は増幅器入力 CN 比で飽和すること，中継リミッタ CN 比改善効果により，理想
リミッタの方が直線増幅器よりも優れていることなどが明らかとなった。さらに雑音搬送波に関して












成分によって消費される電力を最小とするためには 入力 SN 比にある最適値が存在することを指摘
した。
結論においては，本研究によって得られた成果をまとめ，総括を行なった。
論文の審査結果の要旨
人工衛星通信系のように衛星中継器により角度変調波を伝送するシステムにおいては，飽和特性を
持った非直線中継器が使用される。この場合の伝送特性については多くの基礎的研究がなされている
が，中継システムとしての特性はまだ解明されていないところが多い。
本論文は，帯域通過リミッタをモデルとして非直線中継における諸特性について解析を行なったも
ので，得られた成果を要約すると次のようである。
(1) 復調後の出力信号対雑音比をクリック雑音を考慮して導出し.残留劣化が認められることを明
らかにしている。また，多相位相変調方式については，その認り率の一般式を得ている。
(2) 多段縦続接続の中継システムについて，伝送特性とリミッタによる改善効果との関連性を明ら
かにし，非直線中継増幅を使用したときの利点を指摘している。
(3) 雑音搬送波については，改善効果のないことを見出している。
(4) 複数搬送波を共通増幅する場合について，混変調雑音を含めて解析し，任意の搬送チャネルの
出力の信号対雑音比を導いている。また，この場合の実効帯域幅の増加を明らかにしている。
以上のように本研究は，非直線中継のシステムの伝送特性について新しい結果を提示したものであ
って，通信工学の分野に寄与するところが多い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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